
  

  
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 朝日小学生新聞 H16年 2月 11日 イラスト・中村美穂子 
 
◎ 鳥が病気にならなければ、人にもうつりません。大事な仲間・ニワトリを病気から守るため、毎日糞や食べ残しなどを片づけて、普段から衛生的に飼いましょう。 

◎ 野鳥(糞や排泄物を含む)と接触する機会がなければウイルスを持った野鳥が日本に来ても、その野鳥から学校のニワトリに感染し、そこから人に鳥インフルエンザ
が感染する可能性は低いと考えられています。 

◎ 動物とふれあう時は手洗いやうがいをしっかり行い、動物から人あるいは人から動物へ病気が移らないよう普段から気をつけて世話をし、動物を可愛がりましょう。 

 
                      ＜  新潟県獣医師会 ＞                  日本小動物獣医師会 

                                                                       担当：学校飼育動物対策委員会 
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ニニワワトトリリ～～気気ををつつけけてて世世話話ししよようう～～  


